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セトレグラバーズハウス長崎 

長崎市内居留地地区に、四半世紀に渡り営業を続けてきた 

ホテルマジェスティックを改修し、2015年３月「セトレグラバーズハウス 

長崎」(客室２２室・レストラン）としてリニューアル。 
 

当ホテルは、世界文化遺産暫定リストの「旧グラバー住宅」のあるグラ

バー園や「大浦天主堂」など、国宝や重要文化財などが多く点在する 

エリアの中心に位置に佇むホテルです。 
 

外観、内装とも従来の洋館風の建物を生かしながらも、ホテルの顔 

であるエントランスロビーは和モダン。長崎独特の和・華・蘭・風情を醸 

し出した「新しいけど懐かしい」異国情緒溢れる空間。 
 

ホテルで扱う食材や家具は地元・長崎のものを主に活用するほか、 

長崎の総合エリア情報誌「樂」と連携し、長崎の魅力を発信し皆が 

交流する場として「樂ラウンジ」を広く開放するなど、地元住民や 

観光客が親しめる地域資源発信＆交流型ホテルを目指しています。 

 

【セトレグラバーズハウス長崎 概要】 

所在地：長崎県長崎市南山手町2-28 

交通：長崎駅より路面電車 

    「大浦天主堂下電停」下車徒歩５分 

総敷地面積：９４１㎡ 延床面積：1,545㎡ 

規模：地下１階 地上４階 

客室数：22室(24～42平米） 

施設：レストラン、バンケットスペース、 

ラウンジ、ギャラリー 

【ホテルセトレについて】 

株式会社ホロニックが運営する地域住民・地域社会のためのコミュニティホテル「SETRE（セトレ）」。 

「ＲＥＳＥＴ＋ＲＥＶＩＶＥ」をコンセプトに、時代の文化の中で見失われてきた数々の宝物、地域に眠る 

「物語」を新たな「価値」に変えてお客様に届け人と人、人と地域の枠を結んでいきたい。 

そんな「コミュニティホテル」を目指しています。 

2005年神戸市垂水区に1号店「ホテルセトレ」をオープン。08年には国民年金宿舎をリノベーションし、 

２号店となる「セトレ ハイランドヴィラ姫路」を兵庫県姫路市にオープン。13年にはセトレグループ初 

となる新築で「セトレ マリーナびわ湖」を滋賀県守山市にオープン。ウェディングを事業の柱とし、 

現在はホテル４施設の経営及び運営とレストラン２店舗の運営を実施。 

２.「The長崎」の食材 

 ＋「和華蘭」の食文化 
 

４つの海に囲まれた長崎の海の幸、

豊富な山からのめぐみ「The長崎」

の食材と中国、オランダ、ポルトガ

ルなどから伝えられた文化との融合

がSETREr流。歴史を駆け抜けて行っ

た様々な国の面影が色濃く残る、長

﨑の食文化。 
 

セトレでは長崎の山海の豊かなめ

ぐみをアレンジし、 

「和・洋・中」を一度に 

楽しめる「和・華・蘭(わからん）」 

スタイルの食事を朝食、ディナーと
もにお召し上がり頂けます。 

 
 
 
 

３.長崎県産材を 

      使用した内装 
 

エントラスロビーの内装や家具は、

地元木材業者との連携により 

長崎県産材を使用。 

地域資源の活用と発信、 

またそれを体感できるパブリック

空間に仕上げています。 

 

合法木材100％活用を啓豪する国

産材家具の企画開発・製造・販売

を行う 

「株式会社ワイス・ワイス」と、 

 

ザ・ペニンシュラ東京などの内装 

デザインを手がけた 

橋本夕紀夫氏のコラボレーショ

ンによってこれまでにない長崎のイ
メージを体現する 

「古今・和洋」が融和した 

空間世界観を演出しています。 

 

４.“樂”×“SETRE”の 

   出会いが誘う 
「樂ラウンジ」から情報発信 
 

「歴史」「文化」「自然」「生き方」･･･ 

長崎の深い脈動を鮮やかに伝え 

続ける、季刊誌「樂」とセトレが、 

タッグを組みました。 

長崎に暮らす人々ですらなかなか

触れる機会がない「ホンモノの長

崎」の物語を、セトレグラバーズハ

ウス長崎ならではの「過ごし」を通

じてお届けします。 
 

「樂」について 
長崎人も知らない、“長崎の魅力”

を発信し続ける長崎の季刊誌。本

物志向の大人世代をターゲットに、

歴史や文化、人、食などあらゆる

分野から情報をビジュアル性、物

語性豊かに紹介します。 
 

１.絶好のロケーション 
 

世界文化遺産暫定リストの 

「旧グラバー住宅」のある 

グラバー園や「大浦天主堂」など、 

国宝や重要文化財などが多く

点在するエリアの中心に位置し、ま
さにそれらに囲まれるように佇むホ

テルです。 
 

【グラバー園について】 
昭和４９年の開園から、グラバー園

は長崎を代表する観光地、そして居

留地の華やかな暮らしと明治期に

おける日本の近代化の象徴として、

日本内外で名声を博してきました。 

日本における初期の洋風建築と欧

米人居住者の生活と業績を伝える

かけがいのない遺産です。 
 

【大浦天主堂について】 
幕末の開国にともなって造成された

長崎居留地の中に、在留外国人の

ために建築した中世ヨーロッパ建築

を代表するゴッシック調の国内現在

最古の教会堂です。 


